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聖書箇所聖書箇所聖書箇所聖書箇所：：：：ローマローマローマローマ人人人人へのへのへのへの手紙手紙手紙手紙    １６１６１６１６章章章章２６２６２６２６，，，，２７２７２７２７節節節節    
 

 私たちはパウロに会ったことはありませんが、みことばを通して、彼がどのような人物であったのか

を少し窺い知ることができます。何度か見て来たように、彼は間違いなく自分が救われたことを神に感

謝しながら生きていた人です。罪から救い出されて新しく生まれ変わった、その救いの喜びをもって生

きていた信仰者です。彼はこの主なる神は栄光を受けるにふさわしいお方である、すべての称賛に値す

るお方であると神を讃えました。私たちは前回と今日、彼が讃えた二つのことを見ていきます。前回見

たのは「神の御力」です。二つ目は「神の知恵」です。 

◎◎◎◎パウロパウロパウロパウロがががが讃讃讃讃えたえたえたえた二二二二つのことつのことつのことつのこと    

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．そのそのそのその御力御力御力御力        ２５２５２５２５，，，，２６２６２６２６節節節節    

 ２６節に「「「「あなたがたをあなたがたをあなたがたをあなたがたを堅堅堅堅くくくく立立立立たせることができるたせることができるたせることができるたせることができる方方方方、」、」、」、」と言いました。この神は私たちクリスチャンた

ちの心を強めて、確信をもって生きていく強い信仰者へと変えていってくださる、そのような信仰者へ

と成長させてくださる方です。どんなことがあっても信仰を失うことがない、どんなときにもその信仰

に堅く立って生きていく、確信をもって生きていく、そのような者へと主は変えてくださるというので

す。それはすべて福音によって始まるとパウロは教えます。そのためにパウロは自分の考えや思いでは

なく主イエス・キリストを伝え続けていきました。「「「「私私私私たちはたちはたちはたちは自分自身自分自身自分自身自分自身をををを宣宣宣宣べべべべ伝伝伝伝えるのではなくえるのではなくえるのではなくえるのではなく、、、、主主主主なるなるなるなるキリキリキリキリ

ストストストスト・・・・イエスイエスイエスイエスをををを宣宣宣宣べべべべ伝伝伝伝えますえますえますえます。。。。私私私私たちたちたちたち自身自身自身自身はははは、、、、イエスイエスイエスイエスのためにのためにのためにのために、、、、あなたがたにあなたがたにあなたがたにあなたがたに仕仕仕仕えるしもべなのですえるしもべなのですえるしもべなのですえるしもべなのです。」。」。」。」と、Ⅱ

コリント４：５で言っているように、彼のメッセージはイエス・キリストを伝えるメッセージでした。

イエス・キリストのことを明らかにするメッセージでした。また、Ⅰコリント１：２３でも「「「「しかししかししかししかし、、、、私私私私

たちはたちはたちはたちは十字架十字架十字架十字架につけられたにつけられたにつけられたにつけられたキリストキリストキリストキリストをををを宣宣宣宣べべべべ伝伝伝伝えるのですえるのですえるのですえるのです。。。。ユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人にとってはつまずきにとってはつまずきにとってはつまずきにとってはつまずき、、、、異邦人異邦人異邦人異邦人にとってはにとってはにとってはにとっては愚愚愚愚かでかでかでかで

しょうがしょうがしょうがしょうが、」、」、」、」と語っています。私がどう思うかとかどう考えるかという人間の考えではなく、イエス・キ

リストを伝えることが私の務めであると言うのです。まさに、そのようにパウロは主イエス・キリスト

のことを語り続けていました。 

 そのパウロがこのように言います。この福音の真理は実は奥義であった、つまり、旧約の人々には隠

されていて、彼らにはよく分からなかったことであると。「「「「このこのこのこの奥義奥義奥義奥義はははは、、、、今今今今はははは、、、、御霊御霊御霊御霊によってによってによってによって、、、、キリストキリストキリストキリストのののの

聖聖聖聖なるなるなるなる使徒使徒使徒使徒たちとたちとたちとたちと預言者預言者預言者預言者たちにたちにたちにたちに啓示啓示啓示啓示されていますがされていますがされていますがされていますが、、、、前前前前のののの時代時代時代時代にはにはにはには、、、、今今今今とととと同同同同じようにはじようにはじようにはじようには人人人人々々々々にににに知知知知らされていませんらされていませんらされていませんらされていません

でしたでしたでしたでした。」。」。」。」とパウロがエペソ３：５で言うように、確かに、旧約の人々は預言者からいろいろなメッセー

ジを聞いてはいましたが、新約の人たちが知っているほど正確に明確に知ることがなかったのです。パ

ウロはここで「奥義の啓示によって」と言っています。今も話したように、旧約の時代においては人々

に知らされていなかったことが、新約の時代に明らかにされたということです。新約の時代に、神のす

ばらしい恵み、真理が明らかにされたのです。特に、イエス・キリストを通して罪人が救われるという

神の救いのご計画は、旧約の人たちはそのすべてを知っていませんでした。しかし、神が働いてその真

理を明らかにされたのです。 

 興味深いことは、この２６節に「「「「永遠永遠永遠永遠のののの神神神神のののの命令命令命令命令にににに従従従従いいいい、」、」、」、」ということばがあることです。このように人々

の前に真理を明らかにするということは、人間が賢くなったからではありません。神がそのようにお決

めになったからです。神がこの真理を人々に明らかにしようとしたゆえに、人々はその真理を知ること

になったのです。ですから、「啓示」と言ったとき、神が明らかにされた、神が働かなければ知ること

の出来なかった真理を人々に明らかにされたという神のみわざは、すべて神のご計画によっているとパ

ウロは教えるのです。神の摂理に基づいてすべてのことは導かれているのです。いつこの預言が成就す

るのか、そのすべては神の御手のうちにある、それほど偉大な神なのです。 

 何となく、結果的にそのようなことをしてしまったとか、自分の思いとは違うことが行なわれてしま

ったということは、この神には決してないのです。すべてのことは神のみこころのままになされている

のです。パウロはそのことを覚えてそのことを神に感謝するのです。 

◎◎◎◎福音福音福音福音によってによってによってによって救救救救われたことわれたことわれたことわれたこと    

 福音によって、それを信じる者は救いに与るのですが、その救いに関してもパウロはその明確な定義

を私たちに与えています。２６節に「「「「信仰信仰信仰信仰のののの従順従順従順従順にににに導導導導くためにくためにくためにくために」」」」とあります。もし、私たちがキリストにあ

る救いをひと言で表現するなら、まさに、このことばです。神の恵みによって救われた人は、神に従順

に生きる者です。それがクリスチャンです。神に逆らっていた者がその罪を悔い改めて神の救いをいた

だき、神に従う者へと生まれ変わった、これが救いです。パウロはそのことをこのローマ書の最後のと



ころでも示しています。ですから、たとえ「イエス・キリストを信じる」と口で言っても神に従ってい

なければ、その救いは本物であるかどうかは分かりません。実際に、イエスご自身が、イエスを信じた

と言っていたユダヤ人たちに対してこのような厳しいことを言っておられます。ヨハネ８：４７「「「「神神神神からからからから

出出出出たたたた者者者者はははは、、、、神神神神のことばにのことばにのことばにのことばに聞聞聞聞きききき従従従従いますいますいますいます。。。。ですからですからですからですから、、、、あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが聞聞聞聞きききき従従従従わないのはわないのはわないのはわないのは、、、、あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが神神神神からからからから出出出出たたたた者者者者でででで

ないからですないからですないからですないからです。」。」。」。」と、みことばははっきりしています。 

神が救いを与えた人は生まれ変わるのです。神に不従順であった者が神に従順な者として生まれ変わ

る、これが救いです。イエス・キリストを信じた人も失敗します。神のみこころを聞いてそれを行なっ

ていこうと決心しても失敗します。それでも、神が命じておられるようにその罪を告白して、主に従い

続けていこうとします。それはその人が救われていることの証拠です。そのようにして私たちは生きて

いるし、そのように皆さんも歩んで来られたはずです。ですから、神の真理を聞き、その真理に対して

悔い改めをもってイエス・キリストを信じ、そして、主に従う者として生まれ変わった私たちが主に従

い続けていくなら、私たちはその従順によって信仰の成長を経験するのです。信仰が成長することは、

まさに、確信をもって生きる信仰者へと変わっていきます。どんなことがあっても、主はこう言われた

から私はそれを信じるという主に対する強い確信をもって生きる者たちです。私の肉がそれを疑うよう 

にと働きかけたとしても、「神はこうおっしゃっているゆえに私は信じるのだ。」とそのような主に対

する強い確信を持った信仰者へと私たちは変えられていきます。そのように主は私たちのうちに働いて

くださるのです。 

でも、その信仰が成長するために必要なことは「主に従い続けていくこと」です。そのことなくして

私たちの信仰の成長を見ることは出来ないのです。失敗したならそれを神の前に告白してもう一度始め

ることです。また失敗したなら告白してまた始めることです。主に従うことによって私たちの信仰は成

長します。その例をパウロが上げています。Ⅱテサロニケ１：３－４にはパウロがこのテサロニケのク

リスチャンたちを称賛している様子が記されています。「「「「兄弟兄弟兄弟兄弟たちたちたちたち。。。。あなたがたのことについてあなたがたのことについてあなたがたのことについてあなたがたのことについて、、、、私私私私たちはいたちはいたちはいたちはい

つもつもつもつも神神神神にににに感謝感謝感謝感謝しなければなりませんしなければなりませんしなければなりませんしなければなりません。。。。そうするのがそうするのがそうするのがそうするのが当然当然当然当然なのですなのですなのですなのです。。。。なぜならあなたがたのなぜならあなたがたのなぜならあなたがたのなぜならあなたがたの信仰信仰信仰信仰がががが目目目目にににに見見見見えてえてえてえて成長成長成長成長しししし、、、、

ああああなたがたすべてのなたがたすべてのなたがたすべてのなたがたすべての間間間間でででで、、、、ひとりひとりにひとりひとりにひとりひとりにひとりひとりに相互相互相互相互のののの愛愛愛愛がががが増増増増しししし加加加加わっているからですわっているからですわっているからですわっているからです。。。。」」」」と、このように「「「「ああああなたがなたがなたがなたが

たのたのたのたの信仰信仰信仰信仰がががが目目目目にににに見見見見えてえてえてえて成長成長成長成長しししし、、、、」」」」と、そのことをパウロは神に感謝したのです。では、どのようにして彼ら 

の信仰が成長したのでしょう？４節を見ると「「「「それゆえそれゆえそれゆえそれゆえ私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、神神神神のののの諸教会諸教会諸教会諸教会のののの間間間間でででで、、、、あなたがたがすべてのあなたがたがすべてのあなたがたがすべてのあなたがたがすべての

迫害迫害迫害迫害とととと患難患難患難患難とにとにとにとに耐耐耐耐えながらそのえながらそのえながらそのえながらその従順従順従順従順とととと信仰信仰信仰信仰とをとをとをとを保保保保っていることをっていることをっていることをっていることを、、、、誇誇誇誇りとしていますりとしていますりとしていますりとしています。」。」。」。」とあります。確かに、

彼らは信仰ゆえに様々な迫害を困難を経験しました。でも、その中にあっても彼らは神に従い続ける選

択をしそのように歩み続けたのです。だから、彼らの信仰は成長していたのです。それしかないのです、

皆さん、あなたの信仰が成長していくためには神のみことばをしっかりと学び、その真理に従って行く

ことです。そして、感謝なことに、神はそれを助けてくださる。そのようにあなたが歩んで行けるよう

に神はあなたを助けてくださるのです。 

そうしてみことばに私たちが従って行くことによって、私たちはみことばに対する、また、主に対す

る確信を増し加えていきます。みことばをただ聞いているだけなら「なるほど！」と思っても、それが

試されると私たちはいろんな不安を抱いてしまいます。「本当かな？….」と。しかし、その中で私たち

は神がおっしゃったのだからと確信をもって信頼をもって生きていく時に、その通りに導かれていくか

ら私たちは「確かに、神がおっしゃったことはその通りになる。」という確信をもちます。そのようにし

て私たちの信仰は成長するのです。ですから、ただみことばを聞くだけではダメなのです。エマオ途上

にあった二人の弟子たちはどうでしたか？彼らはみことばを知っていました。しかし、実際にそのこと

が起こった時に、イエス・キリストが十字架に掛かってよみがえった時に、彼らはそれを信じることが

出来なかったのです。そこでイエスが彼らに言われたことは「「「「ああああああああ、、、、愚愚愚愚かなかなかなかな人人人人たちたちたちたち。。。。預言者預言者預言者預言者たちのたちのたちのたちの言言言言ったすったすったすったす

べてをべてをべてをべてを信信信信じないじないじないじない、、、、心心心心のののの鈍鈍鈍鈍いいいい人人人人たちたちたちたち。。。。」」」」（ルカ２４：２５）でした。聞いてはいました。知っていると彼らは

告白したでしょう。でも、彼らはそのことを信じていなかったのです。神のみことばに対して私たちの    

信頼が増していくためには、神が言われたことを実践すること以外にそれを学ぶ方法はありません。感

謝なことに、神は私たちをときどき神を信頼しなければいけない境遇に置かれます。そうして私たちに

レッスンを学ばせてくださるのです。神に信頼することがどんなにすばらしい特権なのか、そのことを

教えてくれるのです。私たちの神がどんなにすばらしいお方であるかということを、私たちはそのレッ

スンを通して学んでいくのです。でも、カギは神が言われたことを信じるというその信仰です。  

みことばの実践を通して私たちは、その神に対する確信を増していきます。そこでパウロはピリピの

教会に対してこんなことを言っています。ピリピ２：１２「「「「そういうわけですからそういうわけですからそういうわけですからそういうわけですから、、、、愛愛愛愛するするするする人人人人たちたちたちたち、、、、いつもいつもいつもいつも

従順従順従順従順であったようにであったようにであったようにであったように、、、、私私私私がいるときだけでなくがいるときだけでなくがいるときだけでなくがいるときだけでなく、、、、私私私私のいないのいないのいないのいない今今今今はなおさらはなおさらはなおさらはなおさら、、、、恐恐恐恐れおののいてれおののいてれおののいてれおののいて自分自分自分自分のののの救救救救いをいをいをいを達成達成達成達成してしてしてして

くださいくださいくださいください。」。」。」。」と。あなたがたはいつも従順に歩んで来た、でも、今、私はあなたたちといっしょにはいな    



いけれど、同じように従順であり続けてくださいというパウロの願いがここに記されています。「「「「恐恐恐恐れおれおれおれお

ののいてののいてののいてののいて自分自分自分自分のののの救救救救いをいをいをいを達成達成達成達成してくださいしてくださいしてくださいしてください。」。」。」。」とありますが、この「救い」は罪からの赦しのことではありま

せん。神の敵であった者が救われて神の味方となり神の子どもとなる、その罪からの救いのことを言っ

ているのではないのです。これはクリスチャンとして救われた者たちの救いのことです。クリスチャン

として救われた者たちが益々キリストに似た者に変えられていくこと、聖化のことです。よりキリスト

に似た者に変えられていくために何が必要か？みことばに従い続けていくことです。なぜなら、その時

にあなたの信仰は成長し、あなたは益々キリストに似た者に変えられるからです。そのことをパウロは

「「「「自自自自分分分分のののの救救救救いをいをいをいを達成達成達成達成してくださいしてくださいしてくださいしてください。」。」。」。」と言ったのです。 

ですから、パウロは私たちにしっかりとみことばに従い続けていくようにと教えるのです。この福音、 

神の奥義であった福音、今、私たちの前にそれがすべて明らかにされたのです。恐らく、私たちが知っ

ていることをどれ程旧約の人々は知りたかったことでしょう？さて、この「奥義」について、実は、福

音だけではありません。旧約の時代にはよく分かっていなかったことが、新約の時代に明らかになった

奥義が、実は福音以外にもあるのです。次に進む前に、いくつか皆さんに紹介しておきたいと思います。 

◎◎◎◎奥義奥義奥義奥義についてについてについてについて    

１１１１．．．．イスラエルイスラエルイスラエルイスラエルのことのことのことのこと    

もうすでに見て来たように、ローマ人への手紙１１：２５に「イスラエル人の一部がかたくなにされ

ること」も実は奥義であると教えられています。「「「「兄弟兄弟兄弟兄弟たちたちたちたち。。。。私私私私はあなたがたにはあなたがたにはあなたがたにはあなたがたに、、、、ぜひこのぜひこのぜひこのぜひこの奥義奥義奥義奥義をををを知知知知っていてっていてっていてっていて

いただきたいいただきたいいただきたいいただきたい。。。。それはそれはそれはそれは、、、、あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが自分自分自分自分でででで自分自分自分自分をををを賢賢賢賢いといといといと思思思思うことがないようにするためですうことがないようにするためですうことがないようにするためですうことがないようにするためです。。。。そのそのそのその奥義奥義奥義奥義とはとはとはとは、、、、イイイイ

スラエルスラエルスラエルスラエル人人人人のののの一部一部一部一部がかたくなになったのはがかたくなになったのはがかたくなになったのはがかたくなになったのは異邦人異邦人異邦人異邦人のののの完成完成完成完成のなるのなるのなるのなる時時時時まででありまででありまででありまでであり、」、」、」、」とあります。つまり、旧約の 

人々には神が教会をお建てになることや、異邦人が救われるということは知らなかったのです。しかも、

このイスラエルの一部の人々が心をかたくなにして救世主に背を向けることも知らなかったのです。で

も、現実を見ると、確かに、イスラエル人の一部は心をかたくなにして救世主に心を閉ざしています。

今でもイスラエル人たちの多くは救世主を待っています。みことばはそのように教えるのです。でも、

それはいつまでも続くのではなくて「「「「異邦人異邦人異邦人異邦人のののの完成完成完成完成のなるのなるのなるのなる時時時時までまでまでまで」」」」、つまり、異邦人の最後の人が救われた

らそのすべてはまた変わる、また神はイスラエルに対してすばらしい働きを始められると言うのです。

ですから、奥義とは、ローマ書１１章ではイスラエル人の一部がかたくなにされること、これも実は旧

約の人々がよく分かっていなかった奥義であると教えるのです。 

２２２２．．．．キリストキリストキリストキリストとととと教会教会教会教会のののの関係関係関係関係のことのことのことのこと    

これも旧約の人たちが知らなかった奥義であると言います。エペソ５：３２「「「「このこのこのこの奥義奥義奥義奥義はははは偉大偉大偉大偉大ですですですです。。。。私私私私

はははは、、、、キリストキリストキリストキリストとととと教会教会教会教会とをとをとをとをさしてさしてさしてさして言言言言っているのですっているのですっているのですっているのです。」。」。」。」とあります。パウロはここでこのように教えたのです。 

イエス・キリストを信じた人々はイエスと一つにされたということです。ちょうど、夫婦が一つにされ

たように。だから、私たちクリスチャンのかしらはイエス・キリストで、私たちはそのキリストのから

だです。こうして、イエスを信じる者たちがイエス・キリストと一つにされたということを教えていま

す。実はこれも旧約の時代の人々が知らなかったことです。 

３３３３．．．．キリストキリストキリストキリストにあってにあってにあってにあってみなみなみなみながががが一一一一つつつつとされることとされることとされることとされること    

同じエペソ人への手紙３章に書かれていますが、ユダヤ人であろうと異邦人であろうとイエスを信じ

ることによって神の家族に属する者になる、兄弟姉妹になるということです。エペソ３：６「「「「そのそのそのその奥義奥義奥義奥義とととと

はははは、、、、福音福音福音福音によりによりによりにより、、、、キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスにあってにあってにあってにあって、、、、異邦人異邦人異邦人異邦人もまたもまたもまたもまた共同共同共同共同のののの相続者相続者相続者相続者となりとなりとなりとなり、、、、ともにともにともにともに一一一一つのからだにつのからだにつのからだにつのからだに連連連連なりなりなりなり、、、、

ともにともにともにともに約束約束約束約束にあずかるにあずかるにあずかるにあずかる者者者者となるということですとなるということですとなるということですとなるということです。」。」。」。」、「「「「そのそのそのその奥義奥義奥義奥義とはとはとはとは、、、、」」」」とパウロは説明を加えました。この 

福音によって異邦人もユダヤ人も一つのからだになると言います。また、Ⅰコリント１２：１３にも「「「「なななな

ぜならぜならぜならぜなら、、、、私私私私たちはみなたちはみなたちはみなたちはみな、、、、ユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人ももももギリシヤギリシヤギリシヤギリシヤ人人人人もももも、、、、奴隷奴隷奴隷奴隷もももも自由人自由人自由人自由人もももも、、、、一一一一つのからだとなるようにつのからだとなるようにつのからだとなるようにつのからだとなるように、、、、一一一一つのつのつのつの御霊御霊御霊御霊によによによによ

ってってってってバプテスマバプテスマバプテスマバプテスマをををを受受受受けけけけ、、、、そしてすべてのそしてすべてのそしてすべてのそしてすべての者者者者がががが一一一一つのつのつのつの御霊御霊御霊御霊をををを飲飲飲飲むむむむ者者者者とされたからですとされたからですとされたからですとされたからです。」。」。」。」とあり、救いに差別はな 

いと言うのです。人種的、身分的な差別はないのです。イエス・キリストを信じることによってみな一

つの家族に属するということです。このことは旧約の人々はよく分かりませんでした。と言っても、旧

約聖書には異邦人が救われることが教えられていなかったのでしょうか？アブラハムの契約の中にちゃ

んと教えられています。でも、彼らはその教えを聞いてもよく分かっていなかったのです。今でこそ私

たちははっきりとそのように断言することができます。神がその奥義を明らかにしてくださったからで

す。そして、今私たちは人種に関係なくイエス・キリストによって信じるすべての者は一つになるとい

うことを告白することが出来るのです。 

４４４４．．．．イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリスト    

イエス・キリストのことが奥義であると聖書は教えます。コロサイ１：２７には「「「「神神神神はははは聖徒聖徒聖徒聖徒たちにたちにたちにたちに、、、、ここここ

のののの奥義奥義奥義奥義がががが異邦人異邦人異邦人異邦人のののの間間間間にあってどのようににあってどのようににあってどのようににあってどのように栄光栄光栄光栄光にににに富富富富んだものであるかをんだものであるかをんだものであるかをんだものであるかを、、、、知知知知らせたいとらせたいとらせたいとらせたいと思思思思われたのですわれたのですわれたのですわれたのです。。。。このこのこのこの奥義奥義奥義奥義とととと

はははは、、、、あなたがたのあなたがたのあなたがたのあなたがたの中中中中におられるにおられるにおられるにおられるキリストキリストキリストキリスト、、、、栄光栄光栄光栄光のののの望望望望みのことですみのことですみのことですみのことです。」。」。」。」とあります。つまり、奥義とは内住して



いるキリストだと言うのです。同じコロサイ２：２ｂ―３に「「「「…………神神神神のののの奥義奥義奥義奥義であるであるであるであるキリストキリストキリストキリストをををを真真真真にににに知知知知るようにるようにるようにるように

なるためですなるためですなるためですなるためです。。。。:3 :3 :3 :3 このこのこのこのキリストキリストキリストキリストのうちにのうちにのうちにのうちに、、、、知恵知恵知恵知恵とととと知識知識知識知識とのとのとのとの宝宝宝宝がすべてがすべてがすべてがすべて隠隠隠隠されているのですされているのですされているのですされているのです。。。。」」」」とあり、パウロ    

はここでキリストが奥義であったと言うのです。つまり、キリストのことを人々はよく知らなかったと

言うのです。しかし今、このキリスト、救い主がだれなのか、どのような方なのか、そのことがはっき

りしたとい言うのです。２節の後半に「「「「神神神神のののの奥義奥義奥義奥義であるであるであるであるキリストキリストキリストキリスト」」」」と書かれています。パウロは「キリスト

は神だ」ということを言いたいのです。イエスは神だと言うのです。異端は一生懸命イエス・キリスト

は神ではないと教えます。みことばは「イエスは神であった。神である。」ということを明らかにしま

す。「キリストは神の奥義であった」、すなわち、隠されていた神、人間には知ることのできなかった

その神が、キリストによって明らかにされたと言うのです。まさにそうです。神は霊ですから私たちは

その方を見ることも、その方を知ることにも限界がありました。でも、イエス・キリストが人としてこ

の世にお見えになることによって、我々は神がどのようなお方であるかということを実際に見ることが

できたのです。神の奥義であった、隠されていた方がイエスによって明らかにされたということです。 

◎◎◎◎パウロパウロパウロパウロははははキリストキリストキリストキリストががががだれだれだれだれであるかをはっきりとであるかをはっきりとであるかをはっきりとであるかをはっきりと教教教教えているえているえているえている    

（（（（１１１１））））「「「「神神神神のののの奥義奥義奥義奥義」」」」    

だから、イエスはこのように言われました。弟子の一人のピリポが「「「「主主主主よよよよ。。。。私私私私たちにたちにたちにたちに父父父父をををを見見見見せてくださいせてくださいせてくださいせてください。。。。

そうすればそうすればそうすればそうすれば満足満足満足満足しますしますしますします。」。」。」。」と質問したとき「「「「イエスイエスイエスイエスはははは彼彼彼彼にににに言言言言われたわれたわれたわれた。「。「。「。「ピリポピリポピリポピリポ。。。。こんなにこんなにこんなにこんなに長長長長いいいい間間間間あなたがたといあなたがたといあなたがたといあなたがたとい

っしょにいるのにっしょにいるのにっしょにいるのにっしょにいるのに、、、、あなたはわたしをあなたはわたしをあなたはわたしをあなたはわたしを知知知知らなかったのですからなかったのですからなかったのですからなかったのですか。。。。わたしをわたしをわたしをわたしを見見見見たたたた者者者者はははは、、、、父父父父をををを見見見見たのですたのですたのですたのです。。。。どうしてあなどうしてあなどうしてあなどうしてあな

たはたはたはたは、『、『、『、『私私私私たちにたちにたちにたちに父父父父をををを見見見見せてくださいせてくださいせてくださいせてください。』。』。』。』とととと言言言言うのですかうのですかうのですかうのですか。」。」。」。」と。ヨハネの福音書１４：８－９です。なぜ、

イエスがこんなことを言われたのかは明らかです。「「「「わわわわたしをたしをたしをたしを見見見見たたたた者者者者はははは、、、、父父父父をををを見見見見たのですたのですたのですたのです。。。。」」」」と「わたしが 

神だ」と言っているのです。わたしを見ることによって、神がどのようなお方であるかをあなたは知る

ことが出来る、だから「「「「私私私私たちにたちにたちにたちに父父父父をををを見見見見せてくださいせてくださいせてくださいせてください。。。。」」」」などと言うのか、ずっとわたしを見て来たではな

いかと、そのようにイエスはお答えになったのです。 

（（（（２２２２）「）「）「）「キリストキリストキリストキリストのうちにのうちにのうちにのうちに、、、、知恵知恵知恵知恵とととと知識知識知識知識とのとのとのとの宝宝宝宝がすべてがすべてがすべてがすべて隠隠隠隠されているのですされているのですされているのですされているのです。」。」。」。」 

また、先程から見ているコロサイ２：３には「「「「ここここののののキリストキリストキリストキリストのうちにのうちにのうちにのうちに、、、、知恵知恵知恵知恵とととと知識知識知識知識とのとのとのとの宝宝宝宝がすべてがすべてがすべてがすべて隠隠隠隠されてされてされてされて

いるのですいるのですいるのですいるのです。。。。」」」」とあり、キリストは奥義である、よく知られていなかった、でも、今新約の時代になって

それが明確にされたということです。「キリストは神の知恵である」とパウロは言います。つまり、こ

の方は真理を教えてくれる方だと言うのです。私たちはいろんなことに一生懸命答えを探って来たので

すが、その答えを知ることはなかったのです。私たちはどこから来たのか、なぜ、生きているのか、ど

こに行ってしまうのか？例えば、このようなことに対しても人々はいろんなことを言いました。でも、

私たちは聖書のみことばを通してその真理を知りました。我々は神によって造られ、神によって生かさ

れ、そして、私たちは肉体的な死を迎えた後、創造主の前に立つということ、このような私たちが知ら

なかったことを明らかにしてくださるのです。まさに、キリストは神の知恵である、私たちにこのよう

な真理を教えてくださる方です。 

 ローマ書１１：３３に「「「「ああああああああ、、、、神神神神のののの知恵知恵知恵知恵とととと知識知識知識知識とのとのとのとの富富富富はははは、、、、何何何何とととと底知底知底知底知れずれずれずれず深深深深いことでしょういことでしょういことでしょういことでしょう。。。。そのさばきはそのさばきはそのさばきはそのさばきは、、、、何何何何

とととと知知知知りりりり尽尽尽尽くしがたくくしがたくくしがたくくしがたく、、、、そのそのそのその道道道道はははは、、、、何何何何とととと測測測測りりりり知知知知りがたいことでしょうりがたいことでしょうりがたいことでしょうりがたいことでしょう。」。」。」。」とあります。もちろん、私たちはその 

すべてを知る訳ではありません。しかし、今我々がイエス・キリストを知ることによって、主が私たち

にこのような神のご計画、お考えを私たちに教えてくださるのです。だから、私たちはしっかりとみこ

とばを学ぶのです。みことばを通してそのことを神は教えてくださるからです。 

さて、パウロはこの神のその力ゆえに「私はこの方を誉め称える」とそのように告白しました。 

Ｂ．Ｂ．Ｂ．Ｂ．そのそのそのその知恵知恵知恵知恵        ２７２７２７２７節節節節    

二つ目にパウロが言うのは「神の知恵」です。２７節に記されています。「「「「知恵知恵知恵知恵にににに富富富富むむむむ唯一唯一唯一唯一のののの神神神神にににに、、、、イエイエイエイエ

スススス・・・・キリストキリストキリストキリストによってによってによってによって、、、、御栄御栄御栄御栄えがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますように。。。。アーメンアーメンアーメンアーメン。」。」。」。」、その知恵ゆえに私はこの方を

心から誉め称えると言います。神の知恵、それを覚える時にパウロはこの方を誉め称えたいとそのよう 

に告白したのです。Ⅰテモテ１：１７でもパウロはこのように言っています。「「「「どうかどうかどうかどうか、、、、世世世世々々々々のののの王王王王、、、、すなわすなわすなわすなわ

ちちちち、、、、滅滅滅滅びることなくびることなくびることなくびることなく、、、、目目目目にににに見見見見えないえないえないえない唯一唯一唯一唯一のののの神神神神にににに、、、、誉誉誉誉れとれとれとれと栄栄栄栄えとがえとがえとがえとが世世世世々々々々限限限限りなくありますようにりなくありますようにりなくありますようにりなくありますように。。。。アーメンアーメンアーメンアーメン。。。。」」」」。 

神の知恵を知れば知るほどこの方を誉め称えなければならないと。 

１１１１．．．．創造創造創造創造によるによるによるによる証明証明証明証明        

神の知恵は創造によって証明されるものです。神がお造りになったものを見ることによって、私たち

はそこに神の知恵を見出すことができます。詩篇１９：１に「「「「天天天天はははは神神神神のののの栄光栄光栄光栄光をををを語語語語りりりり告告告告げげげげ、、、、大空大空大空大空はははは御手御手御手御手のわざのわざのわざのわざ

をををを告告告告げげげげ知知知知らせるらせるらせるらせる。」。」。」。」、神がお造りになったすべてのものは造り主なる神の偉大さを示していると言います。 

私たちは神がお造りになったこの自然のいのちあるものを見る時に、そこに神のすばらしさを見ます。

私たちのからだを見ても不思議だらけです。どうしてこのように物を記憶することが出来るのか？なぜ、

私たちはこのようにものを感じることが出来るのか？なぜ、私たちは神を求める存在なのか？神はそれ



を私たちに教えてくれます。「なぜなら、わたしがそのように造ったからだ。」と言われます。私たち

のからだが造られたその仕組みを見る時に、私たちはこれを造られた神の偉大さを覚えます。神がお造

りなったこの自然界のすべてのものを見る時に、私たちはそこにある神の知恵に圧倒されます。 

この宇宙、自然界に存在する法則を見る時に、余りにも偉大すぎます。海に潜ってその小さな生き物

を見る時に、そこにも神のすばらしい知恵があふれています。自然界を見る時に私たちは「なぜ…？」

という質問が次から次へと出て来ます。そのすべては私たちに教えるのです。これらすべてをお造りな

った神は何と知恵のあるお方であるかと。 

 だから、詩篇１４８：１３にこのようにあります。「「「「彼彼彼彼らにらにらにらに主主主主のののの名名名名をほめたたえさせよをほめたたえさせよをほめたたえさせよをほめたたえさせよ。。。。主主主主のののの御名御名御名御名だけがあだけがあだけがあだけがあ

がめられがめられがめられがめられ、、、、そのそのそのその威光威光威光威光はははは地地地地とととと天天天天のののの上上上上にあるからだにあるからだにあるからだにあるからだ。」。」。」。」と。この「「「「彼彼彼彼らららら」」」」とは７節から１２節に記されている「す

べての神によって造られたものたち」のことです。そのすべての被造物によって「「「「主主主主のののの名名名名をほめたたえさをほめたたえさをほめたたえさをほめたたえさ

せよせよせよせよ。。。。」」」」と言うのです。そして、すごいことに神によって造られたすべてのものは神のすばらしさを証 

しているのです。本来なら、私たちもそのために造られているゆえにその目的のために生きるはずです。

ところが、問題は神の栄光のためではなく自分のために生きることです。救われていながらも、私たち

はその造られた目的を見失ってしまうなら、私たちは間違ったことのために生き始めます。パウロは神

がお造りになったものを見る時に、そこにすばらしい神の知恵を見、そして、その知恵のある神を大い

に誉め称えたのです。 

２２２２．．．．救救救救いにいにいにいによるよるよるよる証明証明証明証明    

神の知恵は創造物だけに示されているのではありません。「救い」においても神の知恵を見ることがで

きます。救いが神の知恵を証明してくれています。Ⅰコリント２：７に「「「「私私私私たちのたちのたちのたちの語語語語るのはるのはるのはるのは、、、、隠隠隠隠されたされたされたされた奥義奥義奥義奥義

としてのとしてのとしてのとしての神神神神のののの知恵知恵知恵知恵であってであってであってであって、、、、それはそれはそれはそれは、、、、神神神神がががが、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの栄光栄光栄光栄光のためにのためにのためにのために、、、、世界世界世界世界のののの始始始始まるまるまるまる前前前前からからからから、、、、あらかじめあらかじめあらかじめあらかじめ定定定定められためられためられためられた

ものですものですものですものです。」。」。」。」とありますが、よく考えなければざっと読んだだけではここで言われている意味が分かりま 

せん。パウロはここで「神の知恵、福音の知恵」ということについて教えるのです。パウロは「「「「隠隠隠隠されたされたされたされた

奥義奥義奥義奥義としてのとしてのとしてのとしての神神神神のののの知恵知恵知恵知恵」」」」と言って説明しています。「「「「神神神神がががが、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの栄光栄光栄光栄光のためにのためにのためにのために、、、、世界世界世界世界のののの始始始始まるまるまるまる前前前前からからからから、、、、あらあらあらあら

かじめかじめかじめかじめ定定定定められたものですめられたものですめられたものですめられたものです。」。」。」。」と。パウロがここで言っていることは、神ご自身の栄光を現わすために神は

私たちを救われ、しかも、それは神が世界を造る前から神の計画の内にあったということです。 

神は世界を造る前から、あなたを選び、あなたを通してご自身の栄光を現わそうと決めておられたと

いうのです。世界を造る前からあなたを選んでいたとエペソ書１章に記されていますが、まさに、ここ

でもパウロは同じことを言っているのです。神の栄光を現わすために生まれ変わった皆さん、あなたが

この救いに与ったのは、神が世界を造る前から神によって決められていたこと、神ご自身があらかじめ

定めていたものだというのです。恐らく、皆さんも何度も経験されたと思います。繁華街に出て何千何

万という人々がいる中にあって、果して、この中で何人の人が私が与っているこの救いに与っているだ

ろう？このような恵みに与っているだろう？と。学生時代私は、恐らく１５００～１６００人位の学生

たちの中にあって、ここにクリスチャンとしているのは私一人だけだろうと考えました。それが私たち

の国の現実です。そのことを考えると、なぜ神がこんな罪深い愚かな者を選んでくださったのか、不思

議です。皆さん、思いませんか？どうして神はこのような者を救ってくださったのか？みことばは神は

世界を造る前からそのように定めていた、神がそのように計画されていたと教えます。あなたがこの世

に誕生する前からです。パウロはそのことを知ってこの神を称えたのです。 

 また、Ⅰコリント１２：９でイザヤ書６４：４のみことばを引用して次のように言います。「「「「まさしくまさしくまさしくまさしく、、、、

聖書聖書聖書聖書にににに書書書書いてあるとおりですいてあるとおりですいてあるとおりですいてあるとおりです。「。「。「。「目目目目がががが見見見見たことのないものたことのないものたことのないものたことのないもの、、、、耳耳耳耳がががが聞聞聞聞いたことのないものいたことのないものいたことのないものいたことのないもの、、、、そしてそしてそしてそして、、、、人人人人のののの心心心心にににに思思思思いいいい浮浮浮浮

かんだことのないものかんだことのないものかんだことのないものかんだことのないもの。。。。神神神神をををを愛愛愛愛するするするする者者者者のためにのためにのためにのために、、、、神神神神のののの備備備備えてくださったものはえてくださったものはえてくださったものはえてくださったものは、、、、みなそうであるみなそうであるみなそうであるみなそうである。」。」。」。」と。救われ 

た者たちのために神が備えてくださったもの、それは私たちの理解をはるかに超えたものだとパウロは

言います。私たち以上に神は私たちのことを分かってくれているのです。あなたの必要に関しても神は

あなた以上に分かっていらっしゃる、だから、神は聖霊なる神をいつもあなたとともにおいてくださっ

たのです。なぜなら、聖霊は助け主です。あなたはいつも助けが必要だからです。イエスご自身が「わ

たしは決してあなたを離れず、あなたを捨てない」と言われました。「世の終わりまであなたとともに

いる。」と。なぜですか？私たちは弱いからです。神は私たちの弱さや愚かさを知って、そして、神は

私たちが正しく歩んで行くことが出来るように、すべてのものを備えてくださったのです。それだけを

考えるだけでも、私たちはこの神の知恵に圧倒されます。いったいどれ程私のことを知っておられるの

か？どれだけ私のことを分かっておられるのか？パウロはそのことを知っていました。ゆえに彼はこの

神の知恵を覚えてこの神を崇めるのです。「私がこの頭でとても理解することの出来ない方、それが私

の神だ。」と。神の為さったこと、為さること、これから計画されていることは私の考えをはるかに越

えていると。でも、分かっていることは、神は常に最善しかなさらないということです。このような真

理は間違いなくパウロにとって大きな確信でした。こんな神によって私は守られている、こんな神によ



って私は支えられている、こんな神が私を導いてくださっていると…。これ以上何が必要ですか？その

ことを覚えるだけでも私たちはこの神に対して感謝をささげるのです。 

Ｃ．Ｃ．Ｃ．Ｃ．頌栄頌栄頌栄頌栄        ２７２７２７２７節節節節    

１１１１．．．．イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストによってによってによってによって    

 ですから、最後の２７節に頌栄が出て来ます。「「「「…………イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストによってによってによってによって、、、、御栄御栄御栄御栄えがとこしえまでありえがとこしえまでありえがとこしえまでありえがとこしえまであり

ますようにますようにますようにますように。。。。アーメンアーメンアーメンアーメン。」。」。」。」、「頌栄」ということばは私たちは余り聞いたことがないでしょう。辞書を見

ると「特に、プロテスタントの教会にあって三位一体の神を称え、栄光を神に帰する歌である」と定義 

されています。パウロは神を心から誉め称えるのです。ここに「「「「イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストによってによってによってによって」」」」と記されてい

ます。それはこの神の愛、恵み、救いが主イエス・キリストによって示されたからです。Ⅱテモテ１： 

９－１０にはこのように記されています。「「「「神神神神はははは私私私私たちをたちをたちをたちを救救救救いいいい、、、、またまたまたまた、、、、聖聖聖聖なるなるなるなる招招招招きをもってきをもってきをもってきをもって召召召召してくださいまししてくださいまししてくださいまししてくださいまし

たがたがたがたが、、、、それはそれはそれはそれは私私私私たちのたちのたちのたちの働働働働きによるのではなくきによるのではなくきによるのではなくきによるのではなく、、、、ごごごご自身自身自身自身のののの計画計画計画計画とととと恵恵恵恵みとによるのですみとによるのですみとによるのですみとによるのです。。。。このこのこのこの恵恵恵恵みはみはみはみは、、、、キリストキリストキリストキリスト・・・・イエイエイエイエ

ススススにおいてにおいてにおいてにおいて、、、、私私私私たちにたちにたちにたちに永遠永遠永遠永遠のののの昔昔昔昔にににに与与与与えられたものであってえられたものであってえられたものであってえられたものであって、、、、:10 :10 :10 :10 それがそれがそれがそれが今今今今、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの救救救救いいいい主主主主キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスのののの現現現現

われによってわれによってわれによってわれによって明明明明らかにされたのですらかにされたのですらかにされたのですらかにされたのです。。。。キリストキリストキリストキリストはははは死死死死をををを滅滅滅滅ぼしぼしぼしぼし、、、、福音福音福音福音によってによってによってによって、、、、いのちといのちといのちといのちと不滅不滅不滅不滅をををを明明明明らかにらかにらかにらかに示示示示されましされましされましされまし

たたたた。」。」。」。」 
２２２２．．．．御栄御栄御栄御栄えがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますように    

パウロはこの福音のすばらしさを知っていたゆえに、この福音を与えてくださった神を誉め称えまし 

た。実は、このように神に対して賛美をささげることは、ここだけに記されているのではありません。

パウロは何度もこのように神を称えています。たとえば、Ⅰテモテ１：１７にも「「「「どうかどうかどうかどうか、、、、世世世世々々々々のののの王王王王、、、、すすすす

なわちなわちなわちなわち、、、、滅滅滅滅びることなくびることなくびることなくびることなく、、、、目目目目にににに見見見見えないえないえないえない唯一唯一唯一唯一のののの神神神神にににに、、、、誉誉誉誉れとれとれとれと栄栄栄栄えとがえとがえとがえとが世世世世々々々々限限限限りなくありますようにりなくありますようにりなくありますようにりなくありますように。。。。アーメンアーメンアーメンアーメン。」。」。」。」    

とあります。というのは、パウロ自身、神のすばらしさを思った時に、その内側から出て来たことは神

への賛美だったのです。パウロは最後に「「「「御御御御栄栄栄栄えがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますようにえがとこしえまでありますように。。。。」」」」と言っています。「「「「あなあなあなあな

たがたをたがたをたがたをたがたを堅堅堅堅くくくく立立立立たせることができるたせることができるたせることができるたせることができる方方方方、、、、…………:27 :27 :27 :27 知恵知恵知恵知恵にににに富富富富むむむむ唯一唯一唯一唯一のののの神神神神にににに、、、、イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストによってによってによってによって、、、、御栄御栄御栄御栄えがとこえがとこえがとこえがとこ

しえまでありますようにしえまでありますようにしえまでありますようにしえまでありますように。」。」。」。」と、「永遠にあなただけが誉め称えられますように」とパウロは言うのです。 

なぜなら、これらすべての恵みはこの方が私に、そして、あなたに与えてくださったからです。この方

だけがこんな祝福をくださったから、この方だけが神だから、この方にのみ称賛がありますようにと。 

 今、皆さんに一つしていただきたいことがあります。このローマ書１６章の２５、２６、２７節をよ

く見ていてください。今、私は別の箇所を読みます。それはよく似ているのでよく見ていてください。 
「「「「:1 :1 :1 :1 神神神神のののの福音福音福音福音のためにのためにのためにのために選選選選びびびび分分分分けられけられけられけられ、、、、使徒使徒使徒使徒としてとしてとしてとして召召召召されたされたされたされたキリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスのしもべのしもべのしもべのしもべパウロパウロパウロパウロ、、、、:2 :2 :2 :2 ――――――――このこのこのこの福音福音福音福音はははは、、、、

神神神神がそのがそのがそのがその預言者預言者預言者預言者たちをたちをたちをたちを通通通通してしてしてして、、、、聖書聖書聖書聖書においてにおいてにおいてにおいて前前前前からからからから約束約束約束約束されたものでされたものでされたものでされたもので、、、、:3 :3 :3 :3 御子御子御子御子にににに関関関関することですすることですすることですすることです。。。。御子御子御子御子はははは、、、、肉肉肉肉にににに

よればよればよればよればダビデダビデダビデダビデのののの子孫子孫子孫子孫としてとしてとしてとして生生生生まれまれまれまれ、、、、:4 :4 :4 :4 聖聖聖聖いいいい御霊御霊御霊御霊によればによればによればによれば、、、、死者死者死者死者のののの中中中中からのからのからのからの復活復活復活復活によりによりによりにより、、、、大能大能大能大能によってによってによってによって公公公公にににに神神神神のののの御御御御

子子子子としてとしてとしてとして示示示示されたされたされたされた方方方方、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの主主主主イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストですですですです。。。。:5 :5 :5 :5 このこのこのこのキリストキリストキリストキリストによってによってによってによって、、、、私私私私たちはたちはたちはたちは恵恵恵恵みとみとみとみと使徒使徒使徒使徒のののの務務務務めめめめ

をををを受受受受けましたけましたけましたけました。。。。それはそれはそれはそれは、、、、御名御名御名御名のためにあらゆるのためにあらゆるのためにあらゆるのためにあらゆる国国国国のののの人人人人々々々々のののの中中中中にににに信仰信仰信仰信仰のののの従順従順従順従順をもたらすためなのですをもたらすためなのですをもたらすためなのですをもたらすためなのです。。。。:6 :6 :6 :6 あなたがあなたがあなたがあなたが

たもたもたもたも、、、、それらのそれらのそれらのそれらの人人人人々々々々のののの中中中中にあってにあってにあってにあって、、、、イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストによってによってによってによって召召召召されたされたされたされた人人人人々々々々ですですですです。。。。――――――――このこのこのこのパウロパウロパウロパウロからからからから、、、、:7 :7 :7 :7 ローローローロー

ママママにいるすべてのにいるすべてのにいるすべてのにいるすべての、、、、神神神神にににに愛愛愛愛されているされているされているされている人人人人々、々、々、々、召召召召されたされたされたされた聖徒聖徒聖徒聖徒たちへたちへたちへたちへ。。。。私私私私たちのたちのたちのたちの父父父父なるなるなるなる神神神神とととと主主主主イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストからからからから恵恵恵恵

みとみとみとみと平安平安平安平安があなたがたのがあなたがたのがあなたがたのがあなたがたの上上上上にありますようににありますようににありますようににありますように。」。」。」。」、この箇所が最後のところに出て来ていませんか？今、読    

んだのはローマ書１：１－７です。そこで強調されていたことが再びこの手紙の最後に強調されている

のです。１：１－７では「この偉大な神からの祝福があるようにと」祈ったのです。そして、最後には

パウロは「この偉大な神に祝福があるように」と神の御名を誉め称えているのです。この偉大な神から

あなたたちに祝福があるように、そして、最後には「すごい神だ、すばらしい神だ、どうか、あなたに

だけ栄光がありますように。」と、そのようにパウロはこの神に賛美をささげるのです。 

ですから、このような頌栄、神への心からの賛美というのは、先ず、一人ひとりが主のみわざを覚え

るところから始まります。神がどんなことをしてくださったのか、それを覚える時に私たちのうちには

その方に対する感謝が沸き上がってくるはずです。そして、その感謝が賛美へとつながっていきます。

ですから、パウロはこのローマ書を通して、私たちがいかに罪深い存在であるかということを教え、そ

んな私たちに神がどんな祝福を与えてくださったかを教え、我々の行ないによるのではなく、神を信じ

る信仰によって救われること、そして、救われた者は絶対にその救いを失うことがないと、神のみわざ、

神の約束を明らかにしたのです。それを知った者たちは「神さま、心からあなたに感謝します。」と、

そして、心からこの神のみわざに感謝している者たちはこの神に賛美をささげる者たちとして生きてい

くというのです。 

 ヨハネの黙示録の中に、天で何が起こっているのかが記されている箇所が幾つか出て来ます。実は、

黙示録の４章で、ヨハネは天へと引き上げられるのです。そして、そのときにこれから先に何が起こる

かを見せられるのです。これから見ることはまだ先のことです。でも、このようなことが天で起こると

ヨハネは示されたのです。それを実際に目撃することになったのです。黙示録４：８－１１「「「「このこのこのこの四四四四つのつのつのつの

生生生生きききき物物物物にはにはにはには、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ六六六六つのつのつのつの翼翼翼翼がありがありがありがあり、、、、そのそのそのその回回回回りもりもりもりも内側内側内側内側もももも目目目目でででで満満満満ちていたちていたちていたちていた。。。。彼彼彼彼らはらはらはらは、、、、昼昼昼昼もももも夜夜夜夜もももも絶絶絶絶ええええ間間間間なくなくなくなく叫叫叫叫びびびび続続続続けけけけ



たたたた。。。。…………」」」」と、これは天使のことです。そして、「「「「周周周周りもりもりもりも内側内側内側内側もももも目目目目でででで満満満満ちていたちていたちていたちていた。。。。」」」」というのは、この天使は

すべてのことを監視している、すべてのものを見ているということです。もちろん、神と同じではあり

ませんから、神のように全知だと言っているのではありません。天使は何をしているのか？「「「「聖聖聖聖なるかななるかななるかななるかな、、、、

聖聖聖聖なるかななるかななるかななるかな、、、、聖聖聖聖なるかななるかななるかななるかな。。。。神神神神であられるであられるであられるであられる主主主主、、、、万物万物万物万物のののの支配者支配者支配者支配者、、、、昔昔昔昔いましいましいましいまし、、、、常常常常にいましにいましにいましにいまし、、、、後後後後にににに来来来来られるられるられるられる方方方方。」。」。」。」と神を

称えているのです。「：「：「：「：9 9 9 9 またまたまたまた、、、、これらのこれらのこれらのこれらの生生生生きききき物物物物がががが、、、、永遠永遠永遠永遠にににに生生生生きておられるきておられるきておられるきておられる、、、、御座御座御座御座にににに着着着着いているいているいているいている方方方方にににに、、、、栄光栄光栄光栄光、、、、誉誉誉誉

れれれれ、、、、感謝感謝感謝感謝をささげるときをささげるときをささげるときをささげるとき、、、、:10 :10 :10 :10 二十四人二十四人二十四人二十四人のののの長老長老長老長老はははは御座御座御座御座にににに着着着着いているいているいているいている方方方方のののの御前御前御前御前にひれにひれにひれにひれ伏伏伏伏してしてしてして、、、、」」」」」」」」とあります。こ

の「「「「二二二二十四人十四人十四人十四人のののの長老長老長老長老」」」」とはだれのことでしょう？救われた者たち、教会時代のクリスチャンのことです。

そして、彼らは「「「「「「「「永遠永遠永遠永遠にににに生生生生きておられるきておられるきておられるきておられる方方方方をををを拝拝拝拝みみみみ、、、、自分自分自分自分のののの冠冠冠冠をををを御座御座御座御座のののの前前前前にににに投投投投げげげげ出出出出してしてしてして言言言言ったったったった。。。。：：：：11 11 11 11 「「「「主主主主よよよよ。。。。わわわわ

れらのれらのれらのれらの神神神神よよよよ。。。。あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、栄光栄光栄光栄光とととと誉誉誉誉れとれとれとれと力力力力とをとをとをとを受受受受けるにふさわしいけるにふさわしいけるにふさわしいけるにふさわしい方方方方ですですですです。。。。あなたはあなたはあなたはあなたは万物万物万物万物をををを創造創造創造創造しししし、、、、あなたのみここあなたのみここあなたのみここあなたのみここ

ろゆえにろゆえにろゆえにろゆえに、、、、万物万物万物万物はははは存在存在存在存在しししし、、、、またまたまたまた創造創造創造創造されたのですからされたのですからされたのですからされたのですから。」。」。」。」と神を賛美するのです。このような賛美は５章にも 

７章にも記されています。７：９－１２「「「「そのそのそのその後後後後、、、、私私私私はははは見見見見たたたた。。。。見見見見よよよよ。。。。あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる国民国民国民国民、、、、部族部族部族部族、、、、民族民族民族民族、、、、国語国語国語国語のうちのうちのうちのうち

からからからから、、、、だれにもだれにもだれにもだれにも数数数数えきれぬほどのえきれぬほどのえきれぬほどのえきれぬほどの大大大大ぜいのぜいのぜいのぜいの群衆群衆群衆群衆がががが、、、、白白白白いいいい衣衣衣衣をををを着着着着、、、、しゅろのしゅろのしゅろのしゅろの枝枝枝枝をををを手手手手にににに持持持持ってってってって、、、、御座御座御座御座とととと小羊小羊小羊小羊とのとのとのとの前前前前にににに立立立立

っていっていっていっていたたたた。。。。:10 :10 :10 :10 彼彼彼彼らはらはらはらは、、、、大声大声大声大声でででで叫叫叫叫んでんでんでんで言言言言ったったったった。「。「。「。「救救救救いはいはいはいは、、、、御座御座御座御座にあるにあるにあるにある私私私私たちのたちのたちのたちの神神神神にありにありにありにあり、、、、小羊小羊小羊小羊にあるにあるにあるにある。。。。:11 :11 :11 :11 御使御使御使御使いいいい

たちはみなたちはみなたちはみなたちはみな、、、、御座御座御座御座とととと長老長老長老長老たちとたちとたちとたちと四四四四つのつのつのつの生生生生きききき物物物物とのとのとのとの回回回回りにりにりにりに立立立立っていたがっていたがっていたがっていたが、、、、彼彼彼彼らもらもらもらも御座御座御座御座のののの前前前前にひれにひれにひれにひれ伏伏伏伏しししし、、、、神神神神をををを拝拝拝拝してしてしてして、、、、:12 :12 :12 :12 

言言言言ったったったった。「。「。「。「アーメンアーメンアーメンアーメン。。。。賛美賛美賛美賛美とととと栄光栄光栄光栄光とととと知恵知恵知恵知恵とととと感謝感謝感謝感謝とととと誉誉誉誉れとれとれとれと力力力力とととと勢勢勢勢いがいがいがいが、、、、永遠永遠永遠永遠にににに私私私私たちのたちのたちのたちの神神神神にあるようににあるようににあるようににあるように。。。。アーメンアーメンアーメンアーメン。」。」。」。」    

このように、天にあって人々は神を称えているのです。天使たちも、そして、救われた者たちも神を

誉め称えているのです。それがヨハネが実際に見せられた光景でした。天にあっては救われた者たちが

心を一つにして神を称えているのです。感謝なことに、私たちもそこに加わるのです。 

 でも皆さん、問題はこの地上なのです。私たちは天にあってこの神を誉め称えます。しかし、神を誉

め称えるのは天に行ってからではないのです。今、この地上においてです。今この地上にあって、私た

ちは神を誉め称える者として生まれ変わり、生きているのです。問題はそれを私たちがしているかどう

かです、天にあって人々がしているように、神に対する感謝を、神に対する賛美を今地上にあって私た

ちクリスチャンが、心から主にささげ続けているかどうかなのです。 

もう、私たちはみことばを通して何度も神が何をしてくださったのかを見て来ました。どんな神であ

るかを見て来ました。もし、私たちがその神に感謝していないとするなら、いったい、どうしたことで

しょう？なぜ、このようなすばらしい恵みを、一方的に犠牲をもってあなたのために払ってくださった

神にあなたは感謝をささげないのですか？なぜ、神によって救われたことを喜んでいないのですか？そ

れには二つの理由があります。一つは、あなたのうちに罪があって、そのすばらしい喜びを感謝できな

くなってしまっているからです。もう一つは、救いに与っていないことです。 

 罪が赦されたこと、主なる神がこの救いへとあなたを招いてくださったこと、あなたをこの救いへと

選んでいてくださったこと、あなたのために主イエスがいのちを捨ててくださったこと、主イエスはあ

なたの身代わりとしてあの十字架に掛かり、あなたのさばきを身代わりに受けてくださったこと、主な

る神の子どもとされたこと、主なる神が天国に喜んであなたを迎えてくださること、そして、救いを与

えてくださったこの主なる神にお会いできること、この約束はイエスによって救われたあなたに与えら

れたものです。この祝福はあなたに与えられたものです。どのようにその祝福に対してあなたは応答さ

れますか？パウロはこの方を誉め称えたのです。「神さま、あなたにだけ栄光がありますように。」と。

もし、この中にこの救いに与っていない人がいるなら、今、私たちが見て来たような祝福はあなたのも

のではないのです。却って、あなたに約束されているのは神ののろいであり、永遠のさばきです。だか

らあなたは今、罪を悔い改めてこの救い主に救いを求めて出て来ることです。救われている皆さん、私

たちはこの神のすばらしさを誉め称え続けていくために今日生きています。もし、何か問題があるなら

ば、どこから落ちたのか、どこでつまづいているのか、しっかりと自分の歩みを振り返ることです。立

ち帰ることです。なぜなら、確かに、この神は称賛に値する方です。この方は確かに、すべての被造物

から誉め称えられるに値するお方です。確かに、この方は私たちの賛美をお受けになるにふさわしい方

です。  

 皆さんに、トーマス・ケンという人物を紹介したいと思います。１７世紀の英国国教会の主教でした。

この人物は神を愛し神の前に正しく生きていきたいとそれを願い、そして、どんな時にも勇敢に信仰者

として生きた人物です。彼はオランダのハーグで、宮廷の英国人のチャプレンとして仕事をしていまし

た。しかし、権力者たちの自堕落な生活を彼は見ていられなかった。そして、彼はそのような生活を非

難するのです。「間違っている、それは罪だ。」と。その結果、彼は退職を強要されました。イギリス

に戻った後、彼は国王チャールズⅡ世によって彼自身のチャプレンの一人として任命されるのです。恐

らく、大変名誉ある仕事に就いたのでしょう。ところが、彼は同じように罪を見て見ぬふりは出来なか

った。神を恐れるがゆえに、その罪を明らかにするのです。彼はここでも同様に、ふしだらな英国王室

の道徳的罪を果敢に責め続けるのです。いのちを狙われるようになったとも言われています。このよう



に神を愛し神に従って行こうと忠実に歩んで行こうとしたトーマス・ケン、彼はある曲を書いています。

最近、私たちは歌わなくなったのですが、このような歌詞です。「天地こぞりて 畏み称えよ、 御恵

み溢るる 父、み子、御霊を、」と、頌栄です。讃美歌５３９番は彼の作です。オリジナルの歌詞はこ

のようになっています。「すべての祝福の源である神を誉め称えよ、この地上のすべての被造物よ、神

を誉め称えよ、天にいる天使たちよ、彼を誉め称えよ、父を、子を、そして、聖霊を誉め称えよ。」。

彼はそのことを願ってそれにふさわしく生きたのです。神に感謝をしながら生きたのです。神を誉め称

えながら生きたのです。 

 あなたはどのようにして信仰者として歩んでいらっしゃいますか？パウロはこの最後の最後に、神を

誉め称える頌栄を記しました。彼が私たちにチャレンジすることは「神によって救われた者たちよ、神

を誉め称えながら生きていきなさい。神に感謝をささげながら生きていきなさい。」です。そのような

生活をあなたは今日から始めませんか？このローマ書を終えるに当たって、最もふさわしい終わり方だ

と思います。この頌栄を今からごいっしょに賛美しましょう。 

 

《考えましょう》 

１．信仰において成長するためには、我々は何をしなければなりませんか？ 

２．「神には、我々の理解を超えた知恵がある。」という事実は、どのような確信をあなたにもたらす

でしょう？それは日々の生活にどのような影響を及ぼすと思いますか？ 

３．主を誉め称えながら日々を過ごすキリスト者となるために、あなたはどうすればよいと思いますか？ 

        


